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各　地本・単組･総支部執行委員長　様

　　労働安全衛生担当者　様

自治労北海道本部　　　　　
執行委員長　　山上　潔　　
（安全衛生･職業病対策委員会）
2015年度自治労安全衛生月間の取り組みについて
　日頃のご健闘に敬意を表します。

　自治労は、毎年７月を「安全衛生月間」と位置づけ、安全で快適な職場環境と労働安全衛生を確立するための取り組みを進めています。各地方本部・単組におかれましては、「職場点検活動のてびき」などを参考に、この期間中に下記のとおり、労働安全衛生活動の取り組み強化をお願いいたします。

　自治労安全衛生月間「ポテッカー」および「職場点検活動のてびき」を送付しますので、単組での掲示・活用をお願いします。

　なお、中央労働災害防止協会から「平成27年度全国安全週間実施要綱」が発せられておりますので、ご参照ください。　　　http://www.jisha.or.jp/campaign/anzen/

記

１．2015年度自治労安全衛生月間スローガン

今年度の自治労安全衛生月間のスローガンは、３月６日に自治労発2015第0271号において全国に募集したところ、安全分野で72点、衛生分野で76点の応募をいただきました。4月30日、審査を行い、その結果、以下の２点を入選、４点を佳作として入選作品を採用させていただきました。

　【安全分野】

　　　　入選　　思い込み　勘違い　一歩下がって見渡そう

　　　　　　　　　　　　　　島根県本部　川本町職員組合　山崎剛士さん

  　　　佳作　　就業前の５Ｓ実行と「ヒヤリ」の危機回避

　　　　　　　　　　　　　　神奈川県本部　平塚市役所職員労働組合　百鳥寿和さん

       　　　　「ハッ」とした　きづきが作る　安全地帯

　　　　　　　　　　　　　　岐阜県本部　岐阜県職員労働組合連合会　八木正俊さん

　【衛生分野】

  　　　入選　　気づいてよ　となりの仲間は　大丈夫

  　　　　　　　　　　　　　栃木県本部　塩谷町職員労働組合　森田裕仁さん

  　　　佳作　　パワハラ・セクハラ　みんなで防ぎ　快適な職場に

                          　奈良県本部　五條市職員組合　市平　博さん

　　　　　　　　声出せ　知恵出せ　勇気出せ　小さな改善　山となる

      　　　　　　　　　　　岩手県本部　二戸市職員労働組合　蛇口　晃さん 

２．道本部・地方本部の取り組み目標

　【重点目標】

　　　①　町村職、一部事務組合、公共民間などの小規模単組における安全衛生活動の強化

　　　②　メンタルヘルス対策の強化

　　　③　アスベスト対策の強化

　　　④　ストレスチェックの実施にむけた検討・協議の推進

 　　　 　※各項目の詳細→添付の「別紙1」の通り

３．単組の取り組み目標

　【重点目標】

　　　①　安全衛生委員会が未設置の事業場は安全衛生委員会を設置する。

　　　②　安全衛生委員会の年間計画を作成する。

　　　③　全職場の点検・巡回を定期的に実施する。

　　　④　パワー・ハラスメントの予防・解決策を実施する。

　　　⑤　メンタルへルスの相談体制や職場復帰体制の改善策を実施する。

　　　⑥　ストレスチェックにむけて学習会等を実施する。

　　　　　※さらに目標を設定し取り組める事業場の取り組み項目→添付の「別紙２」の通り

４．職場点検のすすめ方

具体的には、2015年度版「職場点検活動のてびき」を参考にして下さい。重点目標については次の要領に基づいて取り組みます。

 　　 ①職場点検・巡視
職場点検・巡視は、安全衛生委員（労使）で行う。委員会がない場合は、単組が行います。その際、チェックリストを用いて点検し、チェックリストは各職場にあったものを作成します。全組合員が点検作業や討論など、なんらかの形で参加します。そのため、各自にチェックリストをコピー・配布して記入してもらうことを検討します。
　　  ②時間外労働の点検

インターネットやPCの普及で、膨大な情報が瞬時に入手できるようになったため、業務量および時間外労働の増加は深刻です。職場の時間外労働の実態を調査し、長時間労働や過労・ストレスの訴えがある職場の点検を行います。安全衛生委員会において仕事量・仕事編成・仕事内容の改善について協議します。

５．安全衛生集会・学習会・講座などの開催

この期間中に、地方本部・単組などで安全衛生についての集会・学習会・講座などを開催してください。安全衛生活動の必要性を周知し関心を高める内容となるよう、参加者による職場点検を実施するなど、参加型のカリキュラムを検討してください。
講師派遣については道本部組織労働局（大西･佐々木）までお問い合わせください。
６．ストレスチェック実施にむけて

2015年12月１日より、従業員50人以上の事業場に対して医師・保健師などによるストレスチェックが義務化されます。道本部では７月４日（土）に開催の2015年度道本部安全衛生講座（5月29日付　道本部組織労働局発0349号にて発文済み）で学習会を開催しますが、安全衛生月間の中で、ストレスチェックの実施にむけて安全衛生委員会などで検討・協議をすすめていただきますようお願いいたします。

７．安全衛生月間の取り組み集約について

例年どおり、取り組み結果を集約します。集約については８月頃に別途発文でお知らせします。

８．自治労安全衛生月間「ポテッカー(２種類)」「職場点検活動のてびき」送付について
「ポテッカー」と「職場点検活動のてびき」を同封します。地方本部・単組でご活用いただきますようお願いいたします。
追加が必要な場合は、道本部組織労働局までお知らせください。在庫で対応できる限り、発送いたします。
※「職場点検活動のてびき」「職場チェックリスト」等の各種資料については、後日、道本部ホームページに掲載する予定ですのでご活用ください。

９．その他参考資料

①「連合労働安全衛生取り組み指針」(2013年～2017年)

②（一財）地方公務員安全衛生推進協会作成の職場巡視チェックリスト
③　法令・通達の検索（中災防　安全衛生情報センター）　http://www.jaish.gr.jp/anzen_pg/HOU_FND.aspx

④その他、労安関連の外部webサイト

10．問い合わせ

　　自治労北海道本部　組織労働局 　大西、佐々木
　　　　　　TEL：０１１－７４７－３２１１　　FAX：０１１－７００－２０５３
以　上

　　　　
